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29 章弔轟ξヾ予ヮンヽシ)粛も
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業れてヽそフぅととヽグ 賜、大Υ班ン算の言瘍ふ12と のしヽ フ|、 J/墳 Z千点_仁 ′lル ィ

τ′ム今人たメうろγぅ!巧嘔:重:主、山了す)g。
ハイスフー/じ IJ ~1べ Z募手コ

=モ}―メて授メを/ぅ し、 力算i●}毛 のキユ43
t｀

1」 アメ
iブ

つ の分 ′
ラ
`あ

ろ 、 フ右
｀
ロ グ三 σレ下 1子 メ専‐桐。 ■

二
五言 と

「
岩It

しの辞菫のみ7ヽ カン、し`ツfl二 びオけ告「≒7ぁった、ニメ・1■ フ「a■.′ .´″t

C計1'1。 11こ 月「′力 ″ゞtC゛ |の 月 今 石 あク こ =21=考 気与、生 ん亀擬 ′多下 う の

よう
`昴

ノ、
・■へとルtで 人τJ■3こ

|｀ /ス フ ′́1ノ IJ小な様を♯芸:し たノる`ハ`リ
4斗 富こ`、ここ子́千オ(た′ろ辱、す じ1・ λτ

tと る`ご七る。
′ノ7ン るlrげ人七1才 だと、ガ資工 <II I多

フヽソプ/1二 あツ、′ギスで
`ろ

半日の二́嘉きる。あ3ι

3吉 舞

紫 た
14
24
フ イ

‐

りヽ~「

4争

移粋

リアシな|)、 じッャ梶むり/ぞヵ減へ5か
｀
.し 彎`ャ愕著≒ものをフヽぁtヽそ́)」

か慮ソ塵:tヽ 、毛́曰吉
=だ

と,の 混 Liヽ 名ヵ乞τ̀ぁ ろど〔tぅ .

発
／
０

６

‘

／

　

（
７

７
ζ
グ

グ

霞_



夏話|さ %し そ` ∠‐易′斗多くらL＼ 1手 孝

'こ

とん`'`L、
そのメもノθ才

メドのイ′イアリン[夕 ||ま 衝算各薦
`谷

らτ主るこ とん`レ |:t'あラrf lょ夕 r、 をまツ′小

あり 気のっくtol二 IJ下
=E(ヵ

ょっち↓σしなぁ;′

る′ d (″ 1載司ザ Je~■,r」 た1)

θ―ウt ( 十1,ン をど―→ trl:)

fウ P ( fι tt‐ P数 )

りヽ:つ er c fぼ
ilしler→ Plter)

Zや S  (  2oじ → づに:)

二
'1｀

ら|ざ スヾ イ′話のみをとこ′lo/′ltち るヽ アヾ /1レ 発(0を り麦考え口a
lかZ小 |・ 多 〔`几 み ヽTの とう な 力→リケ 升 准 i Z flg III`|■ 1喘 ■ 5■'由 |[

}ろ tの ■ヽぁgる、ィい
|][・ あつI T

だう`、夕か`ロフヽ芳 1手 多ご́ たが燿島fr igイ烹:ヽ子rち ぢ.

争 多 耗

集奪だ租1与 真
=考

コt′〕(る 見ヽなるヽったガ'舞」|.ク :=二 しっti.ぁ

=ど
、、ぅ、

t_な と.)ノ ア ン か ′J マ rう る｀
ラ輪 五 仁3p亭 ど■ す う た め 日刊

工.■
凱Fブ

あtろ」子:′
l食 と多くま多″.ア いう́

超ノ|`資 1き リアクる(・のマ_ヶ、フト4みえtて い~2デ
:暑_'3ャ ′会物謙が多

`1.ジ彰2夕 るログ尭 _七 キヤ議 のtの アj数二 あ葬 、ヽど」■ャJこ ノ_の ,″景持 (
折多ルlτ ttた 。 窃べ Zら 4″え/"｀ フ殊彩夢乙,嵐 賃 ャル臓

‐
tに 翼 <

―ア|'4o七 レタホ Z̈:あ る。tた
`.リ

ァン乃̀′ υ
'売

イ3/メ タ[)で
'フ

本ど`あンたっ

降 、tた もの|`奮 2の ど7)ソ .

クと/″/γ げβγ タタ1,7議  。′υとデ1に と/1< クタl,フ ラ
~t

°54ガ′κハ′ν作〃L/′4ザθ夕づ,ノ す£つg ′ 5ハ Y′ハ  七サヤゴ
=

 ヽ     (すべZ′

`'卑
`「

iプ 5´‐フ月,4,'2:'

J、 ラクノ

テレじ|ょ ノァクる
.ノ14ど、ラ3・ オ斗マニしマ

"、

ィからのおク1三 争士くた夕)

あ竣る`多あいアンテチZブ 乙7{ヽ
=′

斥だ托とチ・Fう シ蒼力縁コ iムを、

ヽ、



ヒ |■ ‐7 言吾 |二 フ́し|て

ヒサヤ:=:)フ / tプ ピンご媒:=移 くの/t,.=,ノ ま
`rl■

でき、る著発aあろる1.

ンし
～

!会釣カピん /Jヽ フスリヒ。ン肩ギ話であぎ千
筍
久′θ

7:吾 キリを tヽ Dヒ ツヤ
:霧 (シア:F B「 二́́ツ

`i'｀

と:ご :1)(事 /01ら きりのらじる`
`ム :ノ .ン フワシリ`

｀
1ヤ の~

ちなる、11′ 主″tτ (1ぅ 。
F'~5ご｀`ル1ク の`́諄写ヽ |よ 、一千隼|(て いたフ/の ご夕ち∴P′′̀

、 3ど 4人コ t仏たた―
午1∈ つtl・ て|「 り 非」己 め」

~ひ
IT″ tノ′`ノ(り 古_4=↑ |=t乙 行,た 。考 |=6し て

`ち
ηc:

ひンプτある 〃` こ ″eた /`%・「
'40姿

オ5′1才 ′97多1/`14ブギ:ギ 非 ['あ ろzつ の
方ち〔ε♭Ⅸ ha引 っ|ニ マと、て渚′ガつった。みタツlJ日 マ́,7ノ.ょ ぢ′曜ル|ナ

|二 ′′′たし、
テイフひソコ́ ,■・ キろか者のケ暉ぎt`行 った.,

単尭 !夕 貨葬
~77.′

a′ tり と″「立ル ,11.舌絆
=え

[■ ‐弓う■と 文章11■

'このだJう こ`≠i鼻:[た 。 またIノ アク〃のO/ニ フーフもレコータL:す Iん ご、、ィ1`尾
)場 ″商んなとI"ξ のか彰1`筆者とた,,

存あ
｀
Thら a lD。ルに■烈」■ご|ま (「 日Lヒ タオ ロワ''議小話」′キ

|プ′たる コ
`■

む14三年
くニラ帝 ア |ト ラス蒟会 変,_有 りIIイとし、.乃、″_人 のウb言諄 こ参考 と Lん ,

ノ‐7督
ACι DEξ

「
|1出 ■́ IN οlDほ|ぇ 色丁tJ w Y

F・ J｀ /ZI・ /11月司tフ与し、. ■
,・

|` 「`

'|二

|ま ちで1ご 13i:s(っ
,て い々

::51=イ
彙ラ=ヒ

ズ

`'ヽ

あ 7:iし

ン変ヽ 者

響看感ハごlθ tノ 西あろが、力`つ
`|∫

4 EUの 3青趙■ うヽなるヽったとtヽ わルヒ
″ 看́こ t層 こ IJ〕 摯き古′ 乏 ぢ

′
|に|キ ||々ヽと |ち |ヽ 、|夕 |〔_IF ce♭ 比 1子 ご51Ь 吐]と

発者されう
了著こ|よ 今taの・各者るヽ ′́看″歿 6匂 乙ヽたスを́卑

=こ
ぁヽぅ。′

彎 |`丘私aη 〕
ユ供

?il〔12-フリ]`ンtル 1ヽ手 rη
^3 2茨

■ヽ1,″/1ろ
u

ア7こ シ
|｀ 博夕ヽ溺alが をく膚秘

``・

も島こキ
=|ヨ

ごあs.

文ス

支彙久につt!´z lI目 立目を外日害を、有|.どゎろ ′Lυ

“

.ソ″tθ D」 ||く 5E10■4`,、ちrゾ

衝γa出 i´
42/,1寸に gi― ,(´ッ′1.とぁ″、″11メ :/9夕 |〔し′,.,v′ ←И,,。 P(,4「,ceЬ レt

l鷲11(、 た 1 ltて て■ろたぃ..71隼小協ふ百●こ



い
　
　
・
　

、３

た ,体_静 あキび'七_1摯r昴 ち颯
こ貌、 BISAYA_ぷ
孝夕` コ■o.´ ‐

爺二負
｀
bヨh Ok

″彙 a`3tang
~'｀

ao■ o‐

暉 ma ta

濯 t ri■aタ

!、 ブ 11.)n六
1つ  3bll ´

0じブ
Ⅲ
_oanス oこ

彦:1‐塗gap10
ニ́ ユila

,1‐
■a■ a`:a

ノド t`ut」 11 lan
ろ―負 le●ム

十l llk私
リデ

｀
bOk t,Dn

しブ
｀
31Kつ

行  ́ka.=ot
ォ払 tOa 10

ォャュじ o`a`o
/し  ,kdko

■A、1ム L00
u■ o
b■れok
000′

・.」kha
患ata…
ヒi■ay
il● 6う

0■ 016
oo■ oas
ni`た 1′ lo
■il&
taynga
上ata■luoan
上こC6
1lko■
or ostD
S ik`D

k at10t
iallr i

れ 1■ ■a lake
KJK0
■ 1っ1lo
O。 たOha3う
n lta
O10 tC

I).3=
3[′ K onメ

b,■at
oal ltat
ta]_a■1,akan
ta 0

1a]_akc
ba baC

lr、主I彙 5 ta
9`ヽ .■ lo lo l
しい` ■,SFn330■
?:」

a・
l・ tay

■■8,■
`ヽ

■
「

■aga   ヽ

330
baka
k alib i、 16 .

‖鎗
二攣
lil

メた
足 _́paa

看みk tlk・ oづ_

′;Lフ  p3猥 c ti

メ多ア=  aO(71卜
t,`E)

IipIP⊥ aPayapa
メ_  ta O

■」k〔la n

しalF kanサ
h lt`a

o■■tc

■01_ake
′
●●

`ヽ

〔ヽ0

ire ta o
bin lb lr,1
bo ta
a■la,tatay
nanay,■ na
an bau
er o
baka
kamoin3

箕
々
篠
情
認

使
聴
濤
凛
書
■

，
　
　
ヽ
ヽ
，

ヽ



.ミ

力 こヽ

こ辱
rよん
くも
∧い`

｀

メ
ノヽ 
｀

の″
′́毛

=

=:4::

タ

多
f_

響

ere ng
atton3
1an3aw
18 wa
Sawa
l■an
pu■3as
C k ok
iagat
lan3 it
is 19

lsia
ulen

pusa
unSay
Ianga'nu
Saga.nba
aha s
l^--^r-aa,il.-rn
p'rlga s
bun tok
Jagat
lang it
q^t -IU IC.
isda
ulan

イ.ゼ 兎 多埒
スオ小イ‐t′ :フ・1
4■ 1ヽ 葺をた■辱

BISA Yム 氏

ムェ、3, ko
lK aぃ ,ka
｀lya
kJ_.1  、1

K ai3o,こ lt.

si]_a

■人藤 身激 夕協 湛 ako,n恭 o,ko
メ、  /,      lm`3, :■ 0,k al■ o
二_  ′ノ    嬌iya,lJ a
ン~ス新t芹震級′′〆1蔵 ■ヽ

'■

0,n a r10

メ_   ″     16yoメ o lβ メ0
二=   ′      ila,[1118

ィス絲業数 θ

`,落

kanak o

'  /.    karl lino二_   ′́     kan〕 va
一́
人布 及数 膚多9κ kanato

ri    ́    kan16y o
二́    ″     kan lla

撼″、ィt・矛詢 ニメt kl曇
セ夜 kana
あ′′t J 00rt

IAJALC↓
ak o
lgaぃ ,kayo
s lya

`こ
:・ 1,■11

`a■
o,■o

s ila

1`1=nako
n■ t■JO,,^、
kanlJa,kan、■a,
sa atin
sa lnyo,ninyo
sa kan■ 18_

sa ak ia
sa L! o, sa inyo
sa kan iya, kan lla
Sa Aril ifi

!---iJA TJ U
sa kan ila
it,:, n it o
iy;n, iyan
J oJn

一メ4魚 ノ,番え七茅各



・ 刊

数_調
31SA工AN

l.  lsa
2. duha
う。  tOlo
4。  upat
5。   1lma
6.  u00m
7.  pitO
3.  walo
90  Syam

■0。   napo
■■。   on ce
12.  a OcO

100.  at os
1000.  1lbo

凝LT`1もつ と′イ′`|た

TAGA LCG
lS a

aalaレla

tatlo
apat
lヽュa
a111曇
pl10
walo
syam
sampu
on ce

d oce
■aan
llbo

し
ヽ
こ

し、つ

とヽッt

なに
_ヽく (■λい■

た ,`ヽ

た
'｀

れの

ちヽ )して
アじ́‐在

毎́始
・イ(づ 8‐

BISA YA氏
asa
kan osa
naln
unsa_
pl■a
に ln cLa _

s lk losa
iliaら unsa
un3a.na n
unsa or asa
unsa pestea

TA 3A L00
Saan

ka.11_an
a l trl

ano
l■an
sl_[lo3a s「 4θ

kan it■ o
papaanO
bak lt
unea or asa
ha/an,Dng Iん ts a

iinsa ulan '*aaa? :-*\.\J- /:,t 7: q.-1,'.

f ila nan *aoa? '-*ril ,'< ;-r',tr'.i'"
f lla an5 Loang pano Lgon? a"t f -[''4d.
/.isa kapa lnEon? Y'-:rt q;,,X-*,4d'.
■1■ay {Ja\a lScng sa i,acng adia han?

h.rf: t' t* 'd'r'.r--, *.'a {' )
I‐ 1la ang ll■Oo3 16180 0n ■a■ake Og DabaC?

、         兄浄4を及ネ(チ雄,人 ら`ノ■1か、

ヽ

、

・
ヽ

い
・
‥

ヽ

●
　
　
‘
一

♂
一
　

、

、一
　

Ｌ



ヽ

慟 勿
:   BISAYAN     IA3ALO心

`え

るlhutag    Tモ ;kitly~
為レ

`く

る こad― a       da■ h in

%ipa l it   し1:王 illn
たへヽ`る ca― on       huma ln
″`りもう■Om3 0    managin lp
/警 。 SO― ut       bin lsaln
」
クサ enu颯        ,min om~イ

訳ヽ｀
も glbatl      dain■ a曇

みフけるnak lta      hanaDin
fア ク ■akaW       pJl■ 83oo■
γ フ Cataいミ      l`1lmnロ ハ

′″乞

'6 6■

n■ 60も     lol文 in
キムついJad    

“
II「 gn

みに′拭
｀du⊥a        ttag上 、rヽ

ぎtヽ  busa       butts a
うた‐う Can ta       `ュa二 kanta
■める 01n3ko■     maupo
鵞姜く Sulot       sumu■ at
イドえする三usto       lblミ

を゙′乙羊::2 Say'0 _     lnagSayaW
'7Vし

'Fiぅ

`颯age splir)み It 
“
a`p● 11、 すヽヽ Rヽ

入る pags O■ ua    punas Ok
、玄
｀
|く  paga On3o■    a ing310

4:´′ pagnu■at  "、pagh in tay

/Z:二う pagnu■ kじ na  lS l,1,‐
室, pa8 ingOn    Sa0 1n ln
,,る  pagcona     t iJ l■ 1■ una

、、、4・ 1,碁  tnan          ttayr oOn

ニギン

え、′ヽ
]「 し、

ェPrし、
孝_い

た
=ぃ

il、 まヽヽ

オ、も`｀

塀 しヽ

′́ぞらし`

農 tヽ

ュ」
`じ

ヘ

スユtl
sayop
.■aa6a
suga
ol)6-at
aaku
80遺ay
tugna o
ouふ na0
lo lt
lo,o

aa― ol

inas ama
ltanusaJ

`iaもaan
mabヽもat
malak l
ェa■ 1lt
ina 6■ naw

ィンヽょalan u3
銀a lo lt
4alay o
lnalap lt

ヽ
　

‘

ヽ
　

Ｆ

，
一
　

　

Ｃ
　
Ｌ

　

「

一
、



「
・ 1

し、lt l

lt im
pul_こ

●]F〕 a

と,■ar llyo
ka re
ra■ looも

i'iaka d,ula aito
Dill ahc,naka

■、lbl.

■」′la Ca lじ bl.

6ら  te il ls.
larろ Oy

f cart ylay ;eonis.
i can? t, sui,n"

+ood ,nor n ind! I
;ood. afternoon:
Good. evenLn6l

I,XCUSA,'re
thank J,or
iiot at a}I"
Ir ,i] s orrJ.
H or,,r are y ou

`,し

、

黒しヽ
子
アtlヽ t`

縁つ

すιい

″み′〕

Jttt t´ヽ

uL) ii 1-:
I i, L-1ii

yui-Li:

vJ,;.J-rl

ca l:.4
u PJ. Lir
r ..-- ^ .-tL5LJ3)

.ン 者
/~｀ ´1・

「

. - .-1, \ ,- )
L!:ti r,l ir15 i:/! i'J , r'; ,.t'/r,tr)

a r.ocofjr.i't" .4,1unay akon5
L'',lo c'rc.:fi uLs., r.j"lnay aii ci3

I(rl:iL r/t5

L r, ave

ヽ
　

ヽ
＼

ピ

　

●
一ヽ

」

I ea,le fr oa japan r"La iaC.to ak o sa- japarr'
i'r,rifl- iD to.Iapan. i,iaaiLo a.ko s, Ja.P'an"

Iiaase teach me BlsaJan.
i'iahe inoca iino ax o l;Ala*an ea 3 isayan'

lde cao't strieatr -Jisayarr.
Dil-i kalil. inaka suf"t.i f)* ''li'c'ars.n-

I ai tired           ムkO ay らlks pbら・

ェ ail(lJ q6rJ.         Naら りut On、   e akO.
I 、lant tO ar10k the watCr.

Ako ay 曇0 10o」 i nら  tu 013,
1 10Ve JOu.          91h1503 1■ a ko lkaい 。

I want to Catcn the buttcr611● s.

AkO ay inaぅ らヽlaKO n3 allbanban.

1,aal」「tDn3 Bunta3:
卜laalyOn3 hapon:_
1‐iaa ly on3 ■aw16 1:

16sayloa ako。
Sa■ a tta t,

ol■ awat ko lkaW。
Suo日  ako。
Aurnsta l lkaw.

ａ

Ｗ
¨

ヽ

Ｌ

　

員

〓
　

ι

OoO■ by Alt,na ak ol

ご


